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計算するとh-0.471とな り,先に求めたリヤプノフ数 と一致する｡ したがってこの系で
も,ローレンツ系と同様にルエ/レ-ボウエンの変分原理が成立する｡ ローレンツ系と異な

































Lorenz系 の 分 岐 構 造
京大･理 富田和久･津田一郎
§1 はじめに
力学系の構造安定相は必ずしも1種に限らず,制御パラメーターの値 を変えていけば, 1つ
の相から他の相-の分岐現象 (bifurcationphenomena)が見られる｡ここでは,特にいわゆるカ
オスの出現につながっていくような分岐を念頭において考察をす ゝめたい｡
個々の分岐現象の機構については,従来,諸種の研究がある｡ 例えば単一流域の問題の場合
1) pitchfork分岐 :sub-harmoniccascade
-F65-
